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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

現行の Cisco IOS XEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XEリリース 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の 2つのリリースは、1つのバージョンの統合された
リリース（Cisco IOSXE16）へと発展しています。これにより、スイッチングおよびルーティン
グポートフォリオの幅広い範囲のアクセスおよびエッジ製品に1つのリリースで対応できます。

技術設定ガイドの機能情報の表には、機能が導入された時期が示されています。その他のプ

ラットフォームでその機能がサポートされた時期については示されていない場合があります。

特定の機能がご使用のプラットフォームでサポートされているかどうかを特定するには、製品

のランディングページに示されている技術設定ガイドを参照してください。技術設定ガイド

が製品のランディングページに表示されている場合は、その機能がプラットフォームでサポー

トされていることを示します。

（注）

Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
1



   Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
2

最初にお読みください



第 2 章

Easy Virtual Network の概要

Easy Virtual Network（EVN）は、複数のレイヤ 3ネットワークのエンドツーエンドの仮想化を実
現する IPベースの仮想化テクノロジーです。単一の IPインフラストラクチャを使用して、トラ
フィックパスが相互に独立した状態で、個別の仮想ネットワークを提供できます。

EVNは、VRF-Liteと呼ばれる既存の IPベースの仮想化メカニズムに基づいて構築されていま
す。EVNはパス分離の拡張機能、簡単な設定と管理、改善された共有サービスサポートを提供
します。EVNはVRF-Liteと後方互換性があり、VRF-LiteからEVNへのシームレスなネットワー
クの移行が可能です。

EVNは、IPv4、スタティックルート、Open Shortest Path First version 2（OSPFv2）、およびユニ
キャストルーティングでの Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）と IPv4マルチ
キャストルーティングでの PIM（Protocol IndependentMulticast）およびMulticast SourceDiscovery
Protocol（MSDP）をサポートします。EVNはまた、Cisco Express Forwarding（CEF）と Simple
Network Management Protocol（SNMP）もサポートします。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• EVNの設定に関する前提条件, 4 ページ

• EVNの制約事項, 4 ページ

• EVNの概要, 5 ページ

• その他の参考資料, 25 ページ

• Easy Virtual Networkの概要の機能情報, 26 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

EVN の設定に関する前提条件
•ネットワークへの EVNの実装には、複数の論理ネットワークまたは L3VPNに仮想化する、
単一の IPインフラストラクチャが必要です。EVNは異なる仮想ネットワーク上のトラフィッ
クのパス分離を提供します。

•ネットワークに仮想化を追加する前に、機能するキャンパス設計が確立されている必要があ
ります。

• Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスおよびそれらを使用して、ネットワーク
全体でのトラフィックの分割を維持する方法について理解する必要があります。

EVN の制約事項
• EVNトランクは、ファストイーサネットやギガビットイーサネット、ポートチャネルなど
の 802.1Qカプセル化をサポートするすべてのインターフェイスで使用できます。

• EVNトランクには追加のプラットフォームとラインカードの制約事項があります。サポート
されるプラットフォームとラインカードについては、Cisco FeatureNavigator、www.cisco.com/
go/cfnを確認してください。

•単一の IPインフラストラクチャを仮想化して、最大32のエンドツーエンドの仮想ネットワー
クを提供できます。

•インターフェイスに EVNトランクを設定した場合、同じインターフェイスに VRF-Liteを設
定できません。

• OSPFv3はサポートされていません。OSPFv2はサポートされています。

•以下は EVNでサポートされていません。

• IS-IS

• RIP

• BGPではルートレプリケーションがサポートされない

•特定の SNMP set操作

•次は、EVNトランクでサポートされていません。

•アクセスコントロールリスト（ACL）

• BGPインターフェイスコマンドは継承されない

• IPv6（vnet globalを除く）
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•ネットワークアドレス変換（NAT）

• NetFlow

• Web Cache Communication Protocol（WCCP）

EVN の概要

EVN の利点
Easy Virtual Network（EVN）は、レイヤ 3ネットワークでのエンドツーエンドの仮想化を実現す
る IPベースの仮想化テクノロジーです。ネットワーク仮想化は、ネットワークのセキュリティを
保護し、また複数の仮想ネットワークに同じネットワークインフラストラクチャを使用すること

で、ネットワークの費用を削減するために使用できます。それぞれ固有の論理ネットワークと一

意のルーティングおよびフォワーディングテーブルを使用して、複数のグループをサポートする

ことにより、同じ物理インフラストラクチャを何回でも利用できます。

ネットワーク仮想化に先立って、以下の方法でもパスの分離が実現できます。

•専用のルータを使用してパスを分離できますが、これは仮想ネットワークよりも費用がかか
ります。

•アクセスコントロールリスト（ACL）を使用しても実現できますが、これは一意のルーティ
ングおよびフォワーディングテーブルをサポートしません。また、維持費用が高くなり、仮

想ネットワークよりもエラーが発生しやすくなる可能性があります。

EVNには次の利点があります。

•トラフィックを分離するために個別の物理インフラストラクチャを維持する必要がないた
め、資本支出を削減します。トラフィックパスの分離により 1つの IPネットワークで複数
の仮想ネットワークを設定できるため、追加のハードウェアの費用を節約します。

•合併、買収、ビジネスパートナーのネットワーク統合が容易なため、ビジネスの柔軟性が高
まります。

•ネットワークのコアを通るトラフィックの分離を維持するためのインフラストラクチャ要件
が少ないため、ネットワークの複雑さを緩和します。

• Multi-VRF（VRF-Lite）と呼ばれる既存のメカニズムに基づいて構築されています。EVNは
VRF-Liteと互換性があります。EVNの互換性については、「VRF-Lite」の項を参照してくだ
さい。EVNはパス分離の拡張機能、簡単な設定と管理、改善された共有サービスのサポート
を提供するため、VRF-Liteよりも EVNが推奨されます。

社内の部署間でトラフィックの分割を維持することに加えて、パスの分離が役に立つ他のシ

ナリオがあります。以下に例を示します。
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•インターネットへのゲストアクセス：お客様のネットワークを通るあらかじめ定められ
たデータパスを使用し、ゲストトラフィック用に一意のデフォルトルートを定義でき

ることで、インターネットへのゲストのネットワークアクセスを制限します。

•ネットワークアドミッションコントロール（NAC）の分離：非準拠のデスクトップか
ら発信されたトラフィックを分離します。

•パートナーアクセス：インターネット、電子メール、DNS、DHCP、またはアプリケー
ションサーバなどのネットワーク共有サービスへのパートナーや請負業者のアクセスを

制限します。

•アプリケーションとデバイスの分離：トラフィックが検査される中央のファイアウォー
ルにトラフィックを「強制的に通す」ことによって、サービスとデバイスのセキュリ

ティを保護します。

•アウトソーシングサービス：さまざまなクライアントからのデータトラフィックを相
互に分離します。

•スケーラブルなネットワーク：ネットワークの一部を、きわめて厳格なサービスレベル
を必要とするトラフィックに制限し、それにより、必要な場所にのみそれらの要件を提

供することで、コストを低減することができます。

•子会社/合併/買収：必要に応じてサービスの共有を可能にすると同時に、段階を追って
会社やネットワークを統合します。

•サービスプロバイダーとしての役割を持つ企業：自立したグループに対して1つの権限
下で個別のネットワークを必要とします。例は、航空路線ごとに仮想ネットワークをサ

ポートする空港です。

仮想ネットワークタグによるパスの分離の提供

異なるユーザグループを同じ IPインフラストラクチャで実行することは珍しくありません。さま
ざまなビジネス上の理由から、異なるグループ間でのトラフィックの分離が必要になります。次

の図は、同じネットワークで実行する Redと Greenの 2つのユーザグループを示しています。
ネットワーク仮想化の前は、2つのグループ間でのトラフィックの分離はありません。Redユーザ
グループのユーザは、Greenユーザグループのサーバにアクセスでき、逆も可能です。
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ネットワーク仮想化を使用しない場合、パスの分離はアクセスコントロールによって実現できま

すが、これは、維持に費用がかかり、エラーが起きやすく、ネットワークごとに一意のルーティ

ングおよびフォワーディングテーブルをサポートしていません。

図 1：仮想化しないネットワーク

仮想ネットワークは、1つの物理ネットワーク上のさまざまなユーザグループを大まかにセグメ
ント化します。仮想ネットワークを設定することによって、単一の IPインフラストラクチャを仮
想化して、多数のエンドツーエンドの仮想ネットワークを実現できます。次の図では、Redと

Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
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Greenの 2つの VRFを作成して、単一の IPインフラストラクチャを 2つの VPNに仮想化してい
ます。

図 2：仮想化したネットワーク

VRFを利用したデバイスレベルの分離に加えて、各仮想ネットワークは他の仮想ネットワークか
らパスが分離されます。トラフィックをタグ付けすることでパスの分離が実現されるため、同じ

仮想ネットワーク全体では同じタグ値が伝送されます。パスに沿った各ネットワークデバイス

は、タグを使用して、異なる VRF間で分割を行います。1つのタグ番号は、たとえば、あるルー
タ上の VRF redを別のルータ上の VRF redに関連付けます。

仮想ネットワークタグ

各 VPNと関連付けられた EVNは、設定時に割り当てるタグ値を持ちます。タグ値はグローバル
です。つまり、各ルータで同じEVNには同じ数値のタグ値が関連付けられる必要があります。タ
グ値の範囲は、2～ 4094です。

Cisco Catalyst 6500ファミリのネットワークデバイスで EVNを設定する場合には、vnet tagを
2～ 1000の範囲に割り当てることをお勧めします。Cisco Catalyst 6000製品ラインの Sup2Tプ
ラットフォームでは、Cisco IOSRelease 15.1(1)SY以降、vlan internal allocation policy descending
コマンドが設定されると、vnet tagの範囲が 2～ 3900になります。

（注）
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EVNは、ファストイーサネットやギガビットイーサネット、ポートチャネルなどの 802.1Qカプ
セル化をサポートするすべてのインターフェイスで使用できます。VRF-Liteソリューションとの
下位互換性を可能にするため、802.1qフレームの vLAN IDフィールドを使用して、仮想ネット
ワークタグが伝送されます。

仮想ネットワークタグを伝送するトラフィックはタグ付きトラフィックと呼ばれます。仮想ネッ

トワークタグを伝送しないトラフィックはタグなしトラフィックと呼ばれます。

redと greenの 2つの VRFがある次の構成で、タグを説明します。

! Define two VRFs, red and green.
vrf definition red
vnet tag 101
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition green
vnet tag 102
!
address-family ipv4
exit-address-family
!

仮想ネットワークは、仮想ネットワークタグが割り当てられているVRFインスタンスとして定義
されます。

vnet Global
デバイス上に「vnet global」と呼ばれる事前定義された EVNがあります。これは、グローバル
ルーティングコンテキストを表し、デフォルトのRIBに対応します。図 2と図 3では、vnet global
がルータを接続する黒線で表されています。vnet globalはタグなしトラフィックを伝送します。
デフォルトで、インターフェイスは vnet globalに属します。さらに、vnet globalは常にトランク
インターフェイス上で実行します。vnet globalはデフォルトのルーティングテーブルとも呼ばれ
ます。

IPv6トラフィックは vnet globalでのみサポートされます。（注）

エッジインターフェイスと EVN トランクインターフェイス
ユーザデバイスはレイヤ 2スイッチポートに接続され、VLANに割り当てられています。VLAN
はレイヤ 2 VPNとして考えることができます。お客様は、単一の VLANの共通のレイヤ 3 VPN
でサポートされる必要があるすべてのデバイスをグループ化します。VLANと VRF間でデータ
トラフィックが処理されるポイントはエッジインターフェイスと呼ばれます。

•エッジインターフェイスはユーザデバイスをEVNに接続し、事実上、EVNの境界を定義し
ます。エッジインターフェイスは VRF対応でないホストやサーバなどのデバイスを接続し
ます。エッジインターフェイス経由で伝送されるトラフィックはタグが付けられません。
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エッジインターフェイスは、受信したトラフィックが属する EVNを分類します。各エッジ
インターフェイスは、1つだけの EVNに属するように設定されます。

• EVNトランクインターフェイスは、VRF対応ルータ同士を接続し、コアに、複数の EVNの
トラフィックを転送するための手段を提供します。トランクインターフェイスはタグ付きト

ラフィックを伝送します。タグは、対応する EVNへのパケットの多重化を解除するために
使われます。トランクインターフェイスには、EVNごとに 1つずつサブインターフェイス
があります。インターフェイスを EVNトランクインターフェイスとして定義するには、
vnettrunkコマンドを使用します。

EVNインターフェイスは、エッジインターフェイスとトランクインターフェイスの 2種類のイ
ンターフェイスを使用します。インターフェイスはエッジインターフェイスまたはトランクイン

ターフェイスのいずれかになります。両方は使用できません。図 3には、VRF Redに属するエッ
ジインターフェイスを持つ Router Aと Dを示します。Router Dおよび Eには VRF Greenに属す
るエッジインターフェイスがあります。

Router B、C、D、F、および Gには、EVNコアを作成するトランクインターフェイスがありま
す。これらの 5台のルータは VRF Redと VRF Greenの両方に属するインターフェイスがありま
す。

図 3：EVN エッジと EVN トランクインターフェイス
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表示出力でのトランクインターフェイスの識別

トランクインターフェイスは複数の EVNを伝送するため、トランクインターフェイス名を表示
するだけでは十分でない場合があります。表示出力がトランクインターフェイス上で実行する特

定のEVNに含まれることを示す必要がある場合、使用する表記は、ピリオドと仮想ネットワーク
タグを追加して、interface.virtual-network-tagの形式になります。例は、gigabitethernet1/1/1.101や
gigabitethernet1/1/1.102のようになります。

デフォルトで、トランクインターフェイスが設定されると、すべての EVNと関連付けられた仮
想ネットワークタグが設定され、仮想ネットワークサブインターフェイスが自動的に作成されま

す。上記のように、ピリオドと仮想ネットワークタグ番号がインターフェイス番号に追加されま

す。

次の例では、VRF redが仮想ネットワークタグ 3で定義されています。したがって、システムに
より、ファストイーサネット 0/0/0.3（VRF redの）が作成されました。

Router# show running-config vrf red

Building configuration...
Current configuration : 1072 bytes
vrf definition red
vnet tag 3
!
address-family ipv4
exit-address-family
!

この非表示インターフェイスは showderived-configコマンドで表示でき、ファストイーサネット
0/0/0に入力されたすべてのコマンドが、ファストイーサネット 0/0/0.3に継承されていることが
わかります。

Router# show derived-config interface fastethernet0/0/0.3

Derived configuration : 478 bytes
!
interface FastEthernet0/0/0.3
description Subinterface for VRF NG red
vrf forwarding red
encapsulation dot1Q 3
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 x
ip bandwidth-percent eigrp 1 3
ip hello-interval eigrp 1 6
ip hold-time eigrp 1 18
no ip next-hop-self eigrp 1
no ip split-horizon eigrp 1
ip summary-address eigrp 1 10.0.0.0 255.0.0.0
end

トランクインターフェイスの単一の IP アドレス
トランクインターフェイスは複数の EVNにトラフィックを伝送できます。設定プロセスを簡単
にするため、すべてのサブインターフェイスと関連付けられた EVNには同じ IPアドレスが割り
当てられます。言い換えると、トランクインターフェイスは、異なる EVNコンテキストで、同
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じ IPアドレスによって識別されます。これは、各EVNが一意のルーティングおよびフォワーディ
ングテーブルを持つため、複数の EVNで重複する IPアドレスをサポートできるからです。

定義されている VRF とトランクインターフェイス上で実行する VRF 間
の関係

デフォルトで、ルータ上のトランクインターフェイスは、vrf definitionコマンドで定義されたす
べてのVRFにトラフィックを伝送します。たとえば、次の構成では、ルータに定義されたすべて
の VRFがインターフェイスに含まれています。

interface FastEthernet 1/0/0
vnet trunk
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0

ただし、トラフィック分割の目的で、特定のトランクインターフェイス上でVRFのサブセットの
みを有効にしたい場合もあります。これを実現するには、VRFリストを作成します。このリスト
は vnet trunkコマンドで参照されます。VRFリストでトランクインターフェイスを有効にする
と、リスト上のVRFのみがインターフェイスで有効になります。例外として、vnet globalはトラ
ンクインターフェイスで常に有効にされます。

次の例では、リストに指定された 2つの VRF（redと green）のみがインターフェイスで有効にさ
れます。

vrf list mylist
member red
member green
!
interface FastEthernet 1/0/0
vnet trunk list mylist
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0

VRF 認識
仮想ネットワークに接続されたデバイスが仮想ネットワークタグを理解できず、タグなしトラ

フィックしか送受信できないことがあります。そのようなデバイスは VRF認識不能と呼ばれま
す。たとえば、ラップトップコンピュータは通常 VRF認識不能です。

逆に、タグ付きトラフィックを送受信でき、そうしたトラフィックを処理する時にタグ値を考慮

するデバイスは、VRF認識と呼ばれます。たとえば、異なる EVN間で共有されている VRF認識
サーバは、仮想ネットワークタグを使用して受信した要求を区別し、応答を送信します。VRF認
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識デバイスは、図 4に示すように、トランクインターフェイスを使用して、EVNに接続されま
す。

図 4：VRF 認識サーバ

「VRF認識」という用語は、ルータで実行するソフトウェアコンポーネントを説明するためにも
使うことができます。ソフトウェアコンポーネントは異なる EVN上で動作できる場合、VRF認
識です。たとえば、pingは、pingパケットを送信する EVNを選択できるため、VRF認識です。

EVN でサポートされるルーティングプロトコル
各 EVNはルーティングプロトコルの個別のインスタンスを実行します。これにより、EVNごと
にルーティングを個別に微調整することが可能になり、運命共同体的な事態の発生を抑えること

ができます。異なる仮想ネットワークで異なるルーティングプロトコルを同時に実行できます。

EVNは、ユニキャストルーティングの場合に、スタティックルート、OSPFv2、およびEIGRPを
サポートし、マルチキャストルーティングの場合に、PIM、MSDP、および IGMPをサポートし
ます。

仮想ネットワークのパケットフロー

パケットは、エッジインターフェイスを通って EVNに入り、複数のトランクインターフェイス
を通過して、別のエッジインターフェイスから仮想ネットワークを出ます。入力エッジインター

フェイスでは、パケットが VLANから特定の EVNにマッピングされます。パケットは、EVNに
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マッピングされると、関連付けられた仮想ネットワークタグでタグ付けされます。仮想ネット

ワークタグにより、トランクインターフェイスは複数のEVNにパケットを伝送できます。パケッ
トは、出力エッジインターフェイスを通って EVNを出るまで、タグが付けられたままになりま
す。

エッジインターフェイスでは、インターフェイスに関連付けられている EVNがルートのルック
アップに使用されます。トランクインターフェイスで、パケットで伝送された仮想ネットワーク

タグが使われ、パケットをルーティングするための対応する EVNが検索されます。

出力インターフェイスがエッジインターフェイスの場合、パケットはタグが外されて転送されま

す。ただし、出力インターフェイスがトランクインターフェイスの場合、パケットは入力 EVN
のタグが付けられて転送されます。

次の図に、redと greenの 2つの VRFからのトラフィックが、タグ 101と 102を使用して、同じ
IPインフラストラクチャ上で共存できる状況を示します。

図 5：仮想ネットワークのパケットフロー

VRF redの Laptop 1から Server 1へのパケットフローは次のようになります。

1 Laptop 1がタグなしパケットを Server 1に送信します。

2 Router Aはエッジインターフェイス上でパケットを受信し、これはVRF redに関連付けられて
います。

1 Router AはVRF redでルートルックアップを実行し、ネクストホップがトランクインター
フェイスから Router Bであることがわかります。

2 Router Aは VRF redのタグ（101）でパケットをカプセル化し、それをトランクインター
フェイス上で送信します。

3 Router Bはトランクインターフェイス上でパケットを受信します。Router Bは仮想ネットワー
クタグ 101を確認して、そのパケットが VRF redに属することを識別します。
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Router Bは VRF redでルートルックアップを実行し、ネクストホップがトランクインター
フェイスから Router Cであることがわかります。

1

2 Router Bは VRF redのタグ（101）でパケットをカプセル化し、それをトランクインター
フェイス上で送信します。

4 Router Cはトランクインターフェイス上でパケットを受信します。Router Cは仮想ネットワー
クタグ 101を使用して、そのパケットが VRF redに属することを識別します。

1 Router Cは VRF redでルートルックアップを実行し、ネクストホップがトランクインター
フェイスから Router Dであることがわかります。

2 Router Cは VRF redのタグ（101）でパケットをカプセル化し、それをトランクインター
フェイス上で送信します。

5 Router Dはトランクインターフェイス上でパケットを受信します。Router Dは仮想ネットワー
クタグ 101を使用して、そのパケットが VRF redに属することを識別します。

1 Router Dは VRF redでルートルックアップを実行し、ネクストホップがエッジインター
フェイスからわかります。

2 Router Dは、エッジインターフェイス上でタグなしパケットを Server 1に送信します。

6 Server 1は Laptop 1から発信されたタグなしパケットを受信します。

EVN トランクインターフェイスのコマンド継承
EVNの利点の 1つは、共通のトランクインターフェイスで複数の EVNを簡単に設定できること
です。EVNに関連付けられる各インターフェイスを個別に設定する必要がありません。EVNトラ
ンクインターフェイスは、別々の EVNの設定要件が単一のトランクインターフェイス上で類似
するという事実を利用します。トランクインターフェイスで特定のコマンドを設定する場合、そ

れらは、vnetglobalを含め、同じインターフェイス上で実行するすべての EVNによって継承され
るデフォルト値を定義します。これらの設定が、インターフェイスを共有するすべてのEVNで満
足できる場合は、個別の設定は必要ありません。

たとえば、OSPF hello intervalは、次のように 1行の設定で、トランクインターフェイス上のすべ
ての EVNに設定できます。

interface gigabitethernet1/1/1
vnet trunk
ip address 10.1.2.1 255.255.255.0
! set OSPF hello interval for all VRFs on this interface.
ip ospf hello-interval 20

同じインターフェイス上で実行するすべてのEVNによって値が継承されるトランクインターフェ
イス上で設定されるコマンドのリストについては、「インターフェイス上の仮想ネットワークに

より値が継承または上書きできるコマンド」の項にある表で説明しています。

コマンド継承のその他の例については、「Easy Virtual Networkの設定」モジュールの設定例を参
照してください。
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コマンド継承仮想ネットワークインターフェイスモードの上書き

同じトランクインターフェイス上の一部の EVNの設定を変えたい場合があります。この場合、
コマンド継承に代わる方法として、仮想ネットワークインターフェイスモードで個別の EVNに
特定のコマンドを使用し、継承された値を選択的に上書きします。このモードでは、コマンドの

設定が、シスコのデフォルト値またはインターフェイスコンフィギュレーションモードでのユー

ザ設定値を上書きします。

インターフェイスコンフィギュレーションモードで vnetnameコマンドを入力すると、システム
が仮想ネットワークインターフェイスモードになります。このモードのシステムプロンプトは

Router(config-if-vnet)#です。

継承された値が上書きできるコマンドのリストについては、このモジュールの「インターフェイ

ス上の仮想ネットワークにより値が継承または上書きできるコマンド」の項にある表で説明して

います。

例：コマンド継承の上書き

次の例では、VRF blueの 30の OSPFコストでインターフェイス上の他の VRFの 20の OSPFコス
トを上書きします。

interface gigabitethernet 2/0/0
vnet trunk
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
! Set OSPF cost for all VRFs on this interface to 20.
ip ospf cost 20
vnet name blue
description Subinterface for VRF NG blue
! Set OSPF cost for blue to 30.
ip ospf cost 30

show derivedコマンドで、30のコストに変更されたサブインターフェイスが示されます。

Router(config-if-vnet)# do show derived | s interface GigabitEthernet2/0/0

interface GigabitEthernet2/0/0
vnet trunk
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf cost 20
interface GigabitEthernet2/0/0.200
description Subinterface for VRF NG blue
vrf forwarding blue
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip ospf cost 30
Router(config-if-vnet)#

例：vnet Global のみへの属性の有効化
同様に、vnet globalのみに属性を有効にしたい場合があります。これを実行するには、次のよう
に、 vnet globalインターフェイスサブモードを使用します。

interface gigabitethernet1/1/1
vnet trunk
ip address 10.1.2.1 255.255.255.0
vnet global

   Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
16

Easy Virtual Network の概要
コマンド継承仮想ネットワークインターフェイスモードの上書き



! Set OSPF cost for global to 40.
ip ospf cost 40

この例では、ユーザは vnet globalを除くすべての EVNに EIGRPインターフェイス属性を設定し
ようとしています。vnet globalを除いて、すべての EVNは 20秒の保留時間を継承します。vnet
globalは 20秒の保留時間が 40秒で上書きされます。

interface fastethernet 1/0/0
vnet trunk
ip address 10.1.3.1 255.255.255.0
ip hold-time eigrp 1 20
vnet global
ip hold-time eigrp 1 40

上書きの削除と EVN トランクから継承された値の復元
noキーワードと defaultキーワードは、それらをトランクインターフェイスに使うか、仮想ネッ
トワークインターフェイスモードで使うかによって、結果が異なります。ここでは、その違いに

ついて説明します。

•トランクインターフェイス上でコマンドの前に noキーワードまたは defaultキーワードを入
力すると、トランクがそのコマンドのシステムのデフォルト値に復元されます（これは、no
または defaultキーワードの標準の動作結果です）。

•仮想ネットワークインターフェイスモードで、コマンドの前に defaultキーワードを入力す
ると、上書き値が削除され、トランクから継承された値が復元されます。特定の EVNの上
書き値が無効になります。

次の例では、トランクインターフェイスの OSPFコストは 20に設定されますが、VRF blueによ
り、OSPFコストのその値が 30に上書きされます。

interface gigabitethernet 2/0/0
vnet trunk
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
! Set OSPF cost for all VRFs on this interface to 20.
ip ospf cost 20
vnet name blue
! Set OSPF cost for blue to 30.
ip ospf cost 30

次のコマンドが入力された場合、OSPFコスト値が、トランクインターフェイスから継承された
コストである 20に復元されます（20は ip ospf costコマンドのデフォルト値ではないことに注意
してください）。

Router(config-if)# vnet name blue
Router(config-if-vnet)# default ip ospf cost

仮想ネットワークインターフェイスモードでコマンドの前に defaultキーワードを入力すると、
デフォルトの状態に復元されますが、noキーワードでは、必ずそうなるとは限りません。次の例
で、noipdampening-changeeigrp1はダンプニングの変更を無効にします。

interface Ethernet1/1
vnet trunk
ip dampening-change eigrp 1 50
shutdown
vnet name red

Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
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no ip dampening-change eigrp 1
! Make sure vnet red does NOT have dampening change enabled, regardless of trunk setting.
!

コンフィギュレーションファイルにコマンドの no 形式が表示されるかどうかの判
定

機能のオンとオフを切り替える種類のコマンドの場合、コマンドのno形式が設定されていると、
コンフィギュレーションファイルにそれが表示されます。つまり、NonvolatileGeneration（NVGEN）
は、次の例に示すように、EVNトランクからの設定を上書きします。

interface gigabitethernet 2/0/0
vnet trunk
ip access-group 1 in
vnet name red
no ip pim sparse-mode
no ip route-cache cef
no ip access-group in
vnet global
ip ospf cost 100

コマンドがその構文で ip ospf cost costなどの引数をとる場合、コマンドの no形式によって設定が
削除されますが、コンフィギュレーションファイルには表示されません。つまり、ユーザは ip
ospf costdefault-valueを入力して、より直接的な方法で継承された値を上書きできるため、NVGEN
処理されません。

EXEC コマンドルーティングコンテキスト
複数の EXECコマンドを発行して、単一の EVNに適用したい場合があります。複数の EXECコ
マンドに VRF名を入力する回数を減らすため、routing-contextvrfコマンドを使用してそれらの
EXECコマンドの VRFコンテキストを 1回設定した後に、EXECコマンドの使用に進みます。

次の表は、ルーティングコンテキストがない場合とある場合での 4つの EXECコマンドを対比し
ています。左の列では、各 EXECコマンドで VRFを識別する必要があることに注意してくださ
い。右の列では、VRFコンテンツが 1回で識別され、プロンプトがそのVRFを反映して変更され
るため、コマンドごとに VRFを識別する必要はありません。
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表 1：EXEC コマンドルーティングコンテキスト

EXEC コマンドルーティングコンテキストルーティングコンテキストのない EXEC コマン
ド

Router# routing-context vrf red
Router%red#

-

Router%red# show ip route

[VRF redのルーティングテーブル出力]
Router# show ip route vrf red

[VRF redのルーティングテーブル出力]

Router%red# ping 10.1.1.1

[VRF redを使用した ping結果]
Router# ping vrf red 10.1.1.1

[VRF redを使用した ping結果]

Router%red# telnet 10.1.1.1

[VRF redの 10.1.1.1への Telnet]
Router# telnet 10.1.1.1 /vrf red

[VRF redの 10.1.1.1への Telnet]

Router%red# traceroute 10.1.1.1

[VRF redの Traceroute出力]
Router# traceroute vrf red 10.1.1.1

[VRF redの Traceroute出力]

EVN の VRF-Lite との互換性
EVNはVRF-Liteと密接な互換性があります。言い換えると、外部から見て、802.1Q、SNMPMIB、
およびすべての EVNインフラストラクチャが VRF-Liteとまったく同等に見えます。

次の図では、両方のルータに VRFが定義されています。左側のルータは VRF-Liteを使用し、右
側のルータはタグ付きの EVNトランクを使用します。2つの構成を図に示します。

VRF-Lite サブインターフェイスの設定と EVN トランクの設定

interface TenGigabitEthernet1/1/1 interface TenGigabitEthernet 1/1/1
ip address 10.122.5.31 255.255.255.254 vnet trunk
ip pim query-interval 333 msec ip address 10.122.5.32 255.255.255.254
ip pim sparse-mode pim sparse-mode
logging event link-status logging event link-status
interface TenGigabitEthernet1/1/1.101 Global Configuration:
description Subinterface for Red VRF vrf definition red
encapsulation dot1Q 101 vnet tag 101
ip vrf forwarding Red
ip address 10.122.5.31 255.255.255.254 vrf definition green
ip pim query-interval 333 msec vnet tag 102
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ip pim sparse-mode
logging event subif-link-status
interface TenGigabitEthernet1/1/1.102
description Subinterface for Green VRF
encapsulation dot1Q 102
ip vrf forwarding Green
ip address 10.122.5.31 255.255.255.254
ip pim query-interval 333 msec
ip pim sparse-mode
logging event subif-link-status

マルチアドレスファミリ VRF 構造
Cisco IOS Release 12.2(33)SBおよび 15.0(1)M以前では、VRFの CLIは一度に 1つのアドレスファ
ミリにのみ適用できました。たとえば、ipvrfblueコマンドは IPv4アドレスファミリにのみ適用
されます。

Cisco IOS Release 12.2(33)SBおよび 15.0(1)Mでは、VRFの CLIは同じ VRF下の複数のアドレス
ファミリに適用されます。これは、マルチプロトコル VRFと呼ばれます。たとえば、
vrfdefinitionblueコマンドは IPv4 VPNと IPv6 VPNに同時に適用されます。この場合でも、2つの
プロトコルのルーティングテーブルは異なっています。

Cisco IOS XE Release 3.2Sで、仮想ネットワークは、vnet globalを除いて、IPv6をサポートし
ません。

（注）

EVN での QoS 機能
Quality of Service（QoS）設定は、EVNトランク上の主要な物理インターフェイスに適用されま
す。QoSポリシーは、すべてのVRFの物理インターフェイスを同時に通過するすべてのトラフィッ
クに影響します。つまり、QoSとネットワーク仮想化は相互に独立しています。たとえば、音声
用に指定されたDSCP値でマークされたトラフィックは、パケットが redVRF、blueVRF、または
green VRFからの場合に音声キューに配置されます。すべての VRFのトラフィックが同じキュー
に配置されます。

インターフェイス上の仮想ネットワークにより値が継承または上書き

できるコマンド

「EVNトランクインターフェイスのコマンド継承」の項で説明されているように、トランクイ
ンターフェイスに対して 1度だけ定義されるインターフェイスコマンドがあり、その値は、イン
ターフェイスを共有する各 EVNに継承されます。これらのコマンドは、トランクコマンドと呼
ばれることがあります。

トランクコマンドの一部のコマンドは、仮想ネットワークインターフェイスモードでコマンド

を指定することで、値を上書きすることができます。これについては、「コマンド継承仮想イン

ターフェイスモードの上書き」の項で説明しています。
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次の表に、インターフェイスコマンドのリストと、そのコマンドがインターフェイス上の EVN
により値が継承されるかどうか、および特定のEVNについて上書きできるかどうかを示します。

表 2：インターフェイス上の仮想ネットワークにより継承または上書きされるインターフェイスコマンドの
値

仮想ネットワークイン

ターフェイスモードで

値が上書きできるかど

うか

値がインターフェイス

上の EVN により継承さ
れるかどうか

IPコマンド

NoYesipaccounting

NoYesipaddress

NoYesipbroadcast-address

NoYesipdirectedbroadcast

NoYesipinformation-reply

NoYesipirdp

NoYesipload-sharing

NoYesipmask-reply

NoYesipmtu

NoYesipproxy-arp

NoYesipredirects

NoYesipunnumbered

NoYesipunreachables

EIGRPコマンド

YesYesipauthenticationkey-chaineigrp

YesYesipauthenticationmodeeigrp

YesYesipbandwidth-percenteigrp

YesYesipdampening-changeeigrp

YesYesipdampening-intervaleigrp
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仮想ネットワークイン

ターフェイスモードで

値が上書きできるかど

うか

値がインターフェイス

上の EVN により継承さ
れるかどうか

YesYesiphello-intervaleigrp

YesYesiphold-timeeigrp

YesYesipnext-hop-selfeigrp

YesYesipsplit-horizoneigrp

YesYesipsummary-addresseigrp

EIGRPによるインターフェイスのコストの決定
方法に影響するコマンド

YesYesbandwidth（インターフェイス）

YesYesdelay（インターフェイス）

OSPFコマンド

YesNoipospfprocess-idarea

YesYesipospfauthentication

YesYesipospfauthentication-key

YesYesipospfbfd

YesYesipospfcost

YesYesipospfdatabase-filter

YesYesipospfdead-interval

YesYesipospfdemand-circuit

YesYesipospfflood-reduction

YesYesipospfhello-interval

YesYesipospflls

YesYesipospfmessage-digest-key

YesYesipospfmtu-ignore

   Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
22

Easy Virtual Network の概要
インターフェイス上の仮想ネットワークにより値が継承または上書きできるコマンド



仮想ネットワークイン

ターフェイスモードで

値が上書きできるかど

うか

値がインターフェイス

上の EVN により継承さ
れるかどうか

YesYesipospfnetwork

YesYesipospfpriority

YesYesipospfresync-timeout

YesYesipospfshutdown

YesYesipospftransmit-delay

YesYesipospftransmit-interval

YesYesipospfttl-security

NoNoipospfvnetarea

IPマルチキャストコマンド

YesYesipigmpaccess-group

YesYesipigmpexplicit-tracking

YesYesipigmphelper-address

YesYesipigmpimmediate-leave

YesYesipigmplast-member-query-count

YesYesipigmplast-member-query-interval

YesYesipigmplimit

YesYesipigmpmroute-proxy

YesYesipigmpproxy-service

YesYesipigmpquerier-timeout

YesYesipigmpquery-interval

YesYesipigmpquery-max-response-time

YesYesipigmptcn

YesYesipigmpunidirectional-link
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仮想ネットワークイン

ターフェイスモードで

値が上書きできるかど

うか

値がインターフェイス

上の EVN により継承さ
れるかどうか

YesYesipigmpv3lite

YesYesipigmpversion

YesYesipmulticastboundary

YesYesippimbidir-neighbor-filter

YesYesippimbsr-border

YesYesippimdense-mode

YesYesippimdr-priority

YesYesippimnbma-mode

YesYesippimneighbor-filter

YesYesippimpassive

YesYesippimquery-interval

YesYesippimsparse-dense-mode

YesYesippimsparse-mode

YesYesippimstate-refresh

マルチキャスト転送情報ベース（MFIB）コマン
ド

YesYesipmfibcef

YesYesipmfibforwarding
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Easy Virtual Network Command Reference』Easy Virtual Networkコマンド

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの設定」モジュール

Easy Virtual Networkの設定

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Network共有サービスの設定」モ
ジュール

EasyVirtual Network共有サービスとルートレプ
リケーションの設定

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング」モジュール

Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

VRF情報を提供するMIBは引き続きEasyVirtual
Networkで動作します。VRFから独立したMIB
は、システムのすべての VRFに関する情報を
レポートします。

• CISCO-MVPN-MIB

• MPLS-VPN-MIB

• CISCO-VRF-MIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする場合、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

Easy Virtual Network の概要の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：Easy Virtual Network の概要の機能情報

機能情報リリース機能名

EasyVirtual Networkは、ネット
ワークのエンドツーエンドの仮

想化を実現する IPベースの仮
想化テクノロジーです。単一の

IPインフラストラクチャを使用
して、トラフィックパスが独

立した個別の仮想ネットワーク

を提供できます。

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVN VNETトランク
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第 3 章

Easy Virtual Network の設定

Easy Virtual Network（EVN）は、エンドツーエンドのネットワーク仮想化を実現する IPベース
の仮想化テクノロジーです。単一の IPインフラストラクチャを使用して、トラフィックパスが
相互に独立した状態で、個別の仮想ネットワークを提供できます。EasyVirtualNetworkを設定し
て、複数の仮想 IPネットワークを設定します。

• 機能情報の確認, 27 ページ

• EVNの設定に関する前提条件, 28 ページ

• EVNの設定方法 , 28 ページ

• EVNの設定例, 39 ページ

• その他の参考資料, 45 ページ

• Easy Virtual Networkの設定の機能情報, 46 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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EVN の設定に関する前提条件
•ネットワークへの EVNの実装には、複数の仮想ネットワークの作成に使用する、単一の IP
インフラストラクチャが必要です。異なる仮想ネットワーク上のトラフィックのパス分離が

必要です。

•「Easy Virtual Networkの概要」モジュールの概念を理解する必要があります。

•各ルータの EVNに属するインターフェイスを示す、ネットワークトポロジを描くことをお
勧めします。この図により、エッジインターフェイスとして設定するインターフェイスとト

ランクインターフェイスとして設定するインターフェイスの追跡が容易になります。

EVN の設定方法

Easy Virtual Network トランクインターフェイスの設定
このタスクを実行して、EVNトランクインターフェイスを設定します。このインターフェイスは
ルータを接続して、複数の仮想ネットワークにトラフィックを転送するためのコアを提供します。

トランクインターフェイス経由で伝送されるトラフィックにはタグが付けられます。次のタスク

は、ベース Virtual Routing and Forwarding（VRF）と、VRF redと VRF blueの 2つの名前付き VRF
があるトランクインターフェイスの設定方法を説明しています。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. vrfdefinitionvrf-name
4. vnettagnumber
5. descriptionstring
6. address-familyipv4
7. exit-address-family
8. exit
9. vrfdefinitionvrf-name
10. vnettagnumber
11. descriptionstring
12. address-familyipv4
13. exit-address-family
14. exit
15. interfacetype number
16. ipaddressip-address mask
17. vnettrunk [list vrf-list-name]
18. vnetnamevrf-name
19. exit-if-vnet
20. noshutdown
21. exit
22. routerospf process-id
23. networkip-address wildcard area area-id
24. exit
25. routerospfprocess-id vrf vrf-name
26. networkip-address wildcard areaarea-id
27. exit
28. routerospfprocess-idvrfvrf-name
29. networkip-addresswildcardareaarea-id
30. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VRFルーティングテーブルインスタンスを設定し、VRFコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition red

ステップ 3   

VRFのグローバルな数値タグを指定します。vnettagnumber

例：

Router(config-vrf)# vnet tag 100

ステップ 4   

•同じタグ番号を各エッジおよびトランクインターフェイ
ス上の同じ仮想ネットワークに設定する必要がありま

す。

• Cisco Catalyst 6500ファミリのネットワークデバイスで
EVNを設定する場合には、vnet tagの番号を 2～ 1000の
範囲に割り当てることをお勧めします。

（任意）コンフィギュレーションファイルを確認するネット

ワーク管理者に役立つように、VRFについて記述します。
descriptionstring

例：

Router(config-vrf)# description
guest access

ステップ 5   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始し、

標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用するルーティング
セッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family
ipv4

ステップ 6   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)#
exit-address-family

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

VRFルーティングテーブルインスタンスを設定し、VRFコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition
blue

ステップ 9   

VRFのグローバルな数値タグを指定します。vnettagnumber

例：

Router(config-vrf)# vnet tag 200

ステップ 10   

•同じタグ番号を各エッジおよびトランクインターフェイ
ス上の同じ VRFに設定する必要があります。

（任意）コンフィギュレーションファイルを確認するネット

ワーク管理者に役立つように、VRFについて記述します。
descriptionstring

例：

Router(config-vrf) description
Finance

ステップ 11   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始し、

標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用するルーティング
セッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf) address-family
ipv4

ステップ 12   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)
exit-address-family

ステップ 13   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 14   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/1/1

ステップ 15   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-address mask

例：

Router(config-if)# ip address
10.1.1.1 255.255.255.0

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

トランクインターフェイスを定義します。vnettrunk [list vrf-list-name]

例：

Router(config-if)# vnet trunk

ステップ 17   

•デフォルトで、vrfdefinitionコマンドによって定義され
たすべてのVRFがルータ上のすべてのトランクインター
フェイスで実行されます。そのため、VRF redと VRF
blueは現在このインターフェイス上で実行しています。

• list vrf-list-nameコマンド要素を使用して、トランクイン
ターフェイスで実行する VRFを制限します。

（任意）仮想ネットワークインターフェイスモードを開始

し、指定したVRFに適用する機能を設定して、グローバルの
VRF値を上書きします。

vnetnamevrf-name

例：

Router(config-if)# vnet name red

ステップ 18   

•インターフェイス上のすべてのVRFについてグローバル
設定で満足できる場合は、このステップは必要ありませ

ん。

•この手順の後、ipospfcostなどの 1つまたは複数の適格
なコマンドを設定します（このタスクでは説明しませ

ん）。グローバルVRF値を上書きするために使用するコ
マンドのリストについては、「Easy Virtual Networkの概
要」モジュールの表 2を参照してください。

VRFインターフェイスコンフィギュレーションモードを終
了し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

exit-if-vnet

例：

Router(config-if-vnet)
exit-if-vnet

ステップ 19   

インターフェイスを再起動します。noshutdown

例：

Router(config-if) no shutdown

ステップ 20   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if) exit

ステップ 21   

Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスを設定
し、それを VRFに関連付けます。

routerospf process-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 22   

•このOSPFインスタンスにはVRFがないため、vnetglobal
です。
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目的コマンドまたはアクション

OSPFを実行するインターフェイスと関連付けられたエリア
IDを定義します。

networkip-address wildcard area
area-id

例：

Router(config-router) network
10.0.0.0 255.255.255.0 area 0

ステップ 23   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-router) exit

ステップ 24   

OSPFルーティングプロセスを設定し、それをVRFに関連付
けます。

routerospfprocess-id vrf vrf-name

例：

Router(config)# router ospf 2 vrf
red

ステップ 25   

•各 VRFには専用の OSPFインスタンスが必要なため、
VRFごとに異なる process-idを指定します。

OSPFが実行されるインターフェイスと関連付けられたエリア
ID、およびそれらのインターフェイスに対するエリア IDを定
義します。

networkip-address wildcard areaarea-id

例：

Router(config-router) network
10.0.0.0 255.255.255.0 area 0

ステップ 26   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-router) exit

ステップ 27   

OSPFルーティングプロセスを設定し、それをVRFに関連付
けます。

routerospfprocess-idvrfvrf-name

例：

Router(config)# router ospf 3 vrf
blue

ステップ 28   

•各 VRFには専用の OSPFインスタンスが必要なため、
VRFごとに異なる process-idを指定します。

OSPFが実行されるインターフェイスと関連付けられたエリア
ID、およびそれらのインターフェイスに対するエリア IDを定
義します。

networkip-addresswildcardareaarea-id

例：

Router(config-router) network
10.0.0.0 255.255.255.0 area 2

ステップ 29   
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目的コマンドまたはアクション

設定セッションを終了し、特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-vrf) end

ステップ 30   

トランクインターフェイス上における VRF サブセットの有効化
前のタスク「Easy Virtual Networkトランクインターフェイスの設定」では、2つの VRFでトラン
クインターフェイスを設定する方法を示しました。デフォルトで、ルータ上のトランクインター

フェイスは、vrfdefinitionコマンドで定義された各VRFにトラフィックを伝送できます。ただし、
トランクインターフェイス上でVRFのサブセットのみを有効にしたい場合もあります。これは、
VRFリストを作成して実行します。ルータには最大 32の VRFリストが存在できます。VRFリス
トを作成するには、次の作業を実行します。このタスクは、VRFがすでに設定されていることを
前提にしています。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. vrflistvrf-list-name
4. membervrf-name
5. ステップ 4を繰り返して、その他の VRFをリストに追加します。
6. exit-vrf-list
7. interfacetypenumber
8. vnettrunklistvrf-list-name
9. ipaddressip-addressmask
10. end
11. showvrflist [vrf-list-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VRFのリストを定義し、VRFリストコンフィギュレー
ションモードを開始します。

vrflistvrf-list-name

例：

Router(config)# vrf list External

ステップ 3   

• vrf-list-name引数には、最大 32文字を含めることが
できます。疑問符、スペース、*は使用できませ
ん。

VRFリストのメンバとして既存の VRFを指定します。membervrf-name

例：

Router(config-vrf-list)# member blue

ステップ 4   

• VRFは、リストに追加する前に定義されている必
要があります。

（任意）トランクインターフェイスで 1つの VRFを有
効にする場合、リストに必要な VRFは 1つだけです。

ステップ4を繰り返して、その他のVRF
をリストに追加します。

ステップ 5   

VRFリストコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit-vrf-list

例：

Router(config-vrf-list)# exit-vrf-list

ステップ 6   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/1/1

ステップ 7   

トランクインターフェイスを定義し、VRFリストにあ
る VRFを有効にします。

vnettrunklistvrf-list-name

例：

Router(config-if)# vnet trunk list
mylist

ステップ 8   

•ステップ 3で定義した vrf-list-nameを使用します。

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定しま
す。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address 10.1.3.1
255.255.255.0

ステップ 9   

Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
35

Easy Virtual Network の設定
トランクインターフェイス上における VRF サブセットの有効化



目的コマンドまたはアクション

設定セッションを終了し、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Router(config-if) end

ステップ 10   

VRFリストの情報を表示します。showvrflist [vrf-list-name]

例：

Router# show vrf list mylist

ステップ 11   

EVN エッジインターフェイスの設定
次のタスクを実行して、ユーザデバイスを仮想ネットワークに接続するエッジインターフェイス

を設定します。エッジインターフェイス経由で伝送されるトラフィックはタグが付けられませ

ん。エッジインターフェイスは、受信したトラフィックが属する仮想ネットワークを判断しま

す。各エッジインターフェイスは、1つだけの仮想ネットワークにマッピングされます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. vrfforwardingvrf-name
5. ipaddressip-addressmask
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

   Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
36

Easy Virtual Network の設定
EVN エッジインターフェイスの設定



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 3   

エッジインターフェイスを定義し、着信トラフィックが属

する VRFを判断します。
vrfforwardingvrf-name

例：

Router(config-if)# vrf forwarding
red

ステップ 4   

• vrf definitionコマンドで vrf-nameがすでに定義されて
いる必要があります。

•この例では、着信トラフィックが VRF redに属してい
ます。

エッジインターフェイスを設定しようとする場

合、トランクインターフェイス上にないことを確

認してください。

（注）

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address
10.1.1.1 255.255.255.0

ステップ 5   

設定セッションを終了し、特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if) end

ステップ 6   

次の作業

エッジインターフェイスとトランクインターフェイスを設定したら、ネットワーク図を参照し

て、別のルータにログインします。エッジインターフェイスがある場合、そのインターフェイス

を設定します。トランクインターフェイスがある場合は、適切なVRFでそのインターフェイスを
設定します。各 VRFに属する各ルータおよびインターフェイスの設定を続行します。
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VRFで実行する他のプロトコル機能を設定します。該当する IPルーティング設定ガイドを参照し
てください。

EVN 設定の確認
このタスクの次のいずれかのステップを実行して、設定を確認します。仮想ネットワークが VRF
の場合、仮想ネットワークで既存のすべての VRF showコマンドがサポートされます。ルータに
VRFと仮想ネットワークが混在する場合、各種 showvrfコマンドの出力には VRFと仮想ネット
ワークの両方が含まれます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. showvnettag
3. showrunning-config [vrf | vnet] [vrf-name]
4. showvrflist [vrf-list-name]
5. show{vrf | vnet} [ipv4 | ipv6] [interface | brief | detail | lock] [vrf-name]
6. show {vrf | vnet} counters

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）各タグが設定され、使われている場所を表示

します。

showvnettag

例：

Router# show vnet tag

ステップ 2   

（任意）実行コンフィギュレーションの VRFを表示
し、VRFのインターフェイスを表示して、マルチVRF
のプロトコル設定を表示します。

showrunning-config [vrf | vnet] [vrf-name]

例：

Router# show running-config vrf green

ステップ 3   

（任意）各リスト内の VRFなど、VRFリストに関す
る情報を表示します。

showvrflist [vrf-list-name]

例：

Router# show vrf list

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）VRFに関する情報を表示します。show{vrf | vnet} [ipv4 | ipv6] [interface | brief
| detail | lock] [vrf-name]

ステップ 5   

例：

Router# show vnet detail

（任意）サポートされ、設定されているVRFまたは仮
想ネットワークの数に関する情報を表示します。

show {vrf | vnet} counters

例：

Router# show vnet counters

ステップ 6   

EVN の設定例

例：network コマンドでの OSPF を使用した仮想ネットワーク
この例では、networkコマンドで共有 VRFインターフェイスをベース VRFと redおよび blueの 2
つの名前付き VRFに関連付けます。各 VRFには固有の OSPFインスタンスが必要であるため、3
つの OSPFインスタンスがあります。OSPF 1には VRFがないため、これは vnetglobalです。

vrf definition red
vnet tag 100
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition blue
vnet tag 200
address-family ipv4
exit-address-family
!
interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
vnet trunk
vnet name red
ip ospf cost 100

!
router ospf 1
log-adjacency-changes detail
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
router ospf 2 vrf red
log-adjacency-changes
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
router ospf 3 vrf blue
log-adjacency-changes
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 2
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例：ip ospf vnet area コマンドでの OSPF を使用した仮想ネットワーク
この例では、OSPFインスタンスと特定のインターフェイス間の関連付けに関して、前の例と異な
ります。この例では、OSPFがトランクインターフェイスのすべての仮想ネットワークで実行し
ています。ipospfvnetareaコマンドはGigabitEthernet 0/0/0インターフェイスと 3つのOSPFインス
タンスを関連付けます。

vrf definition red
vnet tag 100
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition blue
vnet tag 200
address-family ipv4
exit-address-family
!
interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
vnet trunk
ip ospf vnet area 0
vnet name red
ip ospf cost 100
vnet name blue
ip ospf 3 area 2

!
router ospf 1
log-adjacency-changes detail
router ospf 2 vrf red
log-adjacency-changes
router ospf 3 vrf blue
log-adjacency-changes

例：EIGRP 環境でのコマンド継承と仮想ネットワークインターフェイ
スモードの上書き

次の例では、さまざまな EIGRPコマンドで設定された GigabitEthernetインターフェイスを示して
います。

interface gigabitethernet0/0/0
vnet trunk
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 x
ip bandwidth-percent eigrp 1 3
ip dampening-change eigrp 1 30
ip hello-interval eigrp 1 6
ip hold-time eigrp 1 18
no ip next-hop-self eigrp 1
no ip split-horizon eigrp 1
ip summary-address eigrp 1 1.0.0.0 255.0.0.0
end

トランクが設定されているため、VRFサブインターフェイスが自動的に作成され、メインイン
ターフェイスのコマンドが VRFサブインターフェイス（g0/0/0.3。3は vnet tag 3からのタグ番号
です）に継承されます。

R1# show running-config vrf red
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Building configuration...
Current configuration : 1072 bytes
vrf definition red
vnet tag 3
!
address-family ipv4
exit-address-family
!

showderived-configコマンドで非表示サブインターフェイスを表示すれば、GigabitEthernet 0/0/0に
入力されたすべてのコマンドが、GigabitEthernet 0/0/0.3に継承されていることが確認できます。

R1# show derived-config interface gigabitethernet0/0/0.3
Building configuration...
Derived configuration : 478 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/0.3
description Subinterface for VNET red
vrf forwarding red
encapsulation dot1Q 3
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 x
ip bandwidth-percent eigrp 1 3
ip dampening-change eigrp 1 30
ip hello-interval eigrp 1 6
ip hold-time eigrp 1 18
no ip next-hop-self eigrp 1
no ip split-horizon eigrp 1
ip summary-address eigrp 1 1.0.0.0 255.0.0.0
end

仮想ネットワークインターフェイスモードを使用してそれらのコマンドを上書きできます

（vnetnameコマンドで）。次に例を示します。

R1(config)# interface gigabitethernet0/0/0
R1(config-if)# vnet name red
R1(config-if-vnet)# no ip authentication mode eigrp 1 md5
! disable authen for e0/0.3 only
R1(config-if-vnet)# ip authentication key-chain eigrp 1 y
! different key-chain
R1(config-if-vnet)# ip band eigrp 1 99
! higher bandwidth-percent
R1(config-if-vnet)# no ip dampening-change eigrp 1
! disable dampening-change
R1(config-if-vnet)# ip hello eigrp 1 7
R1(config-if-vnet)# ip hold eigrp 1 21
R1(config-if-vnet)# ip next-hop-self eigrp 1
! enable next-hop-self for e0/0.3
R1(config-if-vnet)# ip split-horizon eigrp 1
! enable split-horizon
R1(config-if-vnet)# no ip summary-address eigrp 1 10.0.0.1 255.0.0.0
! do not summarize on e0/0.3

R1(config-if-vnet)# do show running-config interface gigabitethernet0/0/0

Building configuration...
Current configuration : 731 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/0
vnet trunk
ip address 1.1.1.1 255.255.255.0
ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 x
ip bandwidth-percent eigrp 1 3
ip dampening-change eigrp 1 30
ip hello-interval eigrp 1 6
ip hold-time eigrp 1 18
no ip next-hop-self eigrp 1
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no ip split-horizon eigrp 1
ip summary-address eigrp 1 1.0.0.0 255.0.0.0
vnet name red
ip split-horizon eigrp 1
no ip summary-address eigrp 1 1.0.0.0 255.0.0.0
no ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 y
ip bandwidth-percent eigrp 1 99
no ip dampening-change eigrp 1
ip hello-interval eigrp 1 7
ip hold-time eigrp 1 21
ip next-hop-self eigrp 1
!
end

g0/0.3で上書き設定が使われていることに注意します。

R1(config-if-vnet)# do show derived-config interface g0/0.3

Building configuration...
Derived configuration : 479 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/0.3
description Subinterface for VNET red
vrf forwarding red
encapsulation dot1Q 3
ip address 1.1.1.1 255.255.255.0
no ip authentication mode eigrp 1 md5
ip authentication key-chain eigrp 1 y
ip bandwidth-percent eigrp 1 99
no ip dampening-change eigrp 1
ip hello-interval eigrp 1 7
ip hold-time eigrp 1 21
ip next-hop-self eigrp 1
ip split-horizon eigrp 1
no ip summary-address eigrp 1 1.0.0.0 255.0.0.0
end

vnetnameサブモードで入力されたコマンドは、スティッキです。つまり、vnetnameサブモード
でコマンドを入力すると、それがデフォルト値と同じ値に設定されているかどうかに関係なく、

NVGEN処理されます。たとえばデフォルトのhello値は5です。vnetnameサブモードで iphelloeigrp
コマンドを入力すると、それが NVGEN処理されます。他のモードではそうなりません。

R1(config-if)# interface gigabitethernet0/0/2
R1(config-if)# vnet trunk
R1(config-if)# ip bandwidth-percent eigrp 1 50 <---<< this will NOT nvgen
R1(config-if)# ip hello eigrp 1 5 <---<< this will NOT nvgen
R1(config-if)# no ip authentication mode eigrp 1 md5 <---<< this will NOT nvgen
R1(config-if)# vnet name red
R1(config-if-vnet)# ip bandwidth-percent eigrp 1 50 <---<< this will nvgen
R1(config-if-vnet)# ip hello eigrp 1 5 <---<< this will nvgen
R1(config-if-vnet)# no ip authentication mode eigrp 1 md5 <---<< this will nvgen
R1(config-if-vnet)# do show running-config interface gigabitethernet0/0/2

Building configuration...
Current configuration : 104 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/2
vnet trunk
no ip address
vnet name red
ip bandwidth-percent eigrp 1 50
ip hello-interval eigrp 1 5
no ip authentication mode eigrp 1 md5
!

このスティッキ要素のため、vnetnameサブモードで設定エントリを削除するには、一般にそのコ
マンドのデフォルト形式を使用する必要があります。一部のコマンドはno形式を使用しても削除
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できますが、これは、コマンドによって異なります。authenticationコマンドや summary-address
コマンドなどの一部のコマンドは、no形式を使用してコマンドを無効にします。

R1(config-if-vnet)# default ip authentication mode eigrp 1 md5
R1(config-if-vnet)# no ip bandwidth-percent eigrp 1
R1(config-if-vnet)# no ip hello eigrp 1

R1(config-if-vnet)# do show running-config interface g0/2

Building configuration...
Current configuration : 138 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/2
vnet trunk
no ip address
vnet name red
!
end

例：マルチキャスト環境でのコマンド継承と仮想ネットワークイン

ターフェイスモードの上書き

次の例は、マルチキャストネットワークでのコマンド継承と仮想ネットワークインターフェイス

モードの上書きを示しています。トランクインターフェイスは、別々のVRFの設定要件が同じト
ランクインターフェイス上で類似するという事実を利用します。トランクインターフェイスに設

定された適格なコマンドは、同じインターフェイス上で実行するすべてのVRFに継承されます。

この例では、複数の VRFがあるトランクインターフェイスに IPマルチキャスト（PIMスパース
モード）が設定されています。

vrf definition red
vnet tag 13
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf red
interface GigabitEthernet0/1/0
vnet trunk
ip address 125.1.15.18 255.255.255.0
ip pim sparse-mode

ユーザはGigabitEthernet 0/1/0上のVRF redに IPマルチキャストを設定しないことにしたため、仮
想ネットワークインターフェイスモードの上書きを使います。IPマルチキャストはVRF redのみ
に対して無効にします。no ip pimコマンドは、VRF redのスパースモード、デンスモード、ス
パース -デンスモードを含む PIM（Protocol Independent Multicast）のすべてのモードを無効にし
ます。

interface GigabitEthernet0/1/0
vnet trunk
ip address 125.1.15.18 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
vnet name red
no ip pim
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例：IP マルチキャストを使用した EVN
次の例では、PIMスパースモードを設定し、RP冗長性のため、エニーキャストRPを利用します
この例では VRFが 1つだけ設定されています。

例では、マルチキャストルーティングをグローバルに、かつ各 L3インターフェイスで有効にす
る方法を示しています。黒のテキストは、グローバルテーブルを設定するコマンドのグループを

示し、赤のテキストは VRF redを設定するコマンドのグループを示します。

ip multicast-routing
interface GigabitEthernet 1/1/1
description GigabitEthernet to core (Global) GLOBAL TABLE
ip pim sparse-mode
vrf definition red
vnet tag 100
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
ip multicast-routing vrf red VRF RED
!
interface gigabitethernet1/1/1.100
description GigabitEthernet to core (VRF red)
vrf forwarding red
ip pim sparse-mode

エニーキャスト RPを使用して、VRFに RPを設定します。

interface loopback0
description Anycast RP Global
ip address 10.122.5.200 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
interface loopback1
description MDSP Peering interface
ip address 10.122.5.250 255.255.255.255 GLOBAL TABLE
ip pim sparse-mode
!
ip msdp peer 10.122.5.251 connect-source loopback 1
ip msdp originator-id loopback 1
ip pim rp-address 10.122.5.200
access-list 10 permit 239.0.0.0 0.255.255.255
!
!
interface loopback 10
description Anycast RP VRF Red
vrf forwarding red
ip address 10.122.15.200 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
interface loopback 11
description MSDP Peering interface VRF red VRF RED
vrf forwarding red
ip address 10.122.15.250 255.255.255.255
ip pim sparse-mode
!
ip msdp vrf red peer 10.122.15.251 connect-source loopback 11
ip msdp vrf red originator-id loopback 11
!
ip pim vrf red rp-address 10.122.15.200
access-list 11 permit 239.192.0.0 0.0.255.255
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Easy Virtual Network Command Reference』Easy Virtual Networkコマンド

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networksの概要」モジュール

Easy Virtual Network設定タスクの概要

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Network共有サービスの設定」モ
ジュール

EasyVirtual Networkの共有サービスとルートレ
プリケーションの設定タスク

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング」モジュール

Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

VRF情報を提供するMIBは引き続き EVNで動
作します。VRFから独立したMIBは、システ
ムのすべての VRFに関する情報をレポートし
ます。

• CISCO-MVPN-MIB

• MPLS-VPN-MIB

• CISCO-VRF-MIB
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/evn/command/evn-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする場合、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

Easy Virtual Network の設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：Easy Virtual Network の設定の機能情報

機能情報リリース機能名

このモジュールでは、仮想 IP
ネットワークを設定する方法に

ついて説明します。EVNは、
ネットワークのエンドツーエン

ドの仮想化を実現する IPベー
スの仮想化テクノロジーです。

単一の IPインフラストラク
チャを使用して、トラフィック

パスが相互に独立した状態で、

個別の仮想ネットワークを提供

できます。

vrfdefinition、vrfforwardingコ
マンドが変更されました。

description（vrf definitionサブ
モード）、exit-if-vnet、
exit-vrf-list、member（vrfリス
ト）、routing-context、
showrunning-configvnet、
showvnet、showvnetcounters、
showvnettag、
showvrfcounters、showvrflist、
vnet、vnettag、vnettrunk、
vrflistコマンドが導入されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVN VNETトランク

EVNOSPFによりOSPFにEasy
Virtual Networkのサポートが提
供されます。

ipospfdatabase-filterallout、
ipospfdemand-circuit、
ipospfflood-reduction、
ipospfmtu-ignore、
ipospfshutdownコマンドが変更
されました。

ipospfvnetareaコマンドが導入
されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVN OSPF
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機能情報リリース機能名

EVN EIGRPにより EIGRPに
EasyVirtual Networkのサポート
が提供されます。

ipsummary-addresseigrp、
summary-metricコマンドが変
更されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVN EIGRP

EVNマルチキャストにより IP
マルチキャストに Easy Virtual
Networkのサポートが提供され
ます。

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVNマルチキャスト
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第 4 章

Easy Virtual Network の管理とトラブルシュー
ティング

このモジュールでは、Easy Virtual Network（EVN）の管理とトラブルシューティング方法につい
て説明します。

• 機能情報の確認, 49 ページ

• EVNの管理とトラブルシューティングの前提条件, 50 ページ

• EVNの管理とトラブルシューティングの概要 , 50 ページ

• EVNの管理とトラブルシューティングの方法, 51 ページ

• その他の参考資料, 56 ページ

• EVNの管理とトラブルシューティングの機能情報, 57 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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EVN の管理とトラブルシューティングの前提条件
•「Easy Virtual Networkの概要」と「Easy Virtual Networkの設定」の項を読んで、EVNを実装
してください。

EVN の管理とトラブルシューティングの概要

EXEC モードのルーティングコンテキストにより VRF の指定の繰り返
しを減らす

複数の EXECコマンドを発行して、単一の仮想ネットワークに適用したい場合があります。複数
の EXECコマンドに Virtual Routing and Forwarding（VRF）名を入力する回数を減らすため、
routing-contextvrfコマンドを使用して、それらの EXECコマンドのVRFコンテキストを 1回設定
した後に、EXECコマンドの使用に進みます。

次の表は、ルーティングコンテキストがない場合とある場合での、Cisco IOS XEソフトウェアの
4つの EXECコマンドを示しています。左の列では、各 EXECコマンドで VRFを指定する必要が
あることに注意してください。右の列では、VRFコンテキストが 1回で指定され、プロンプトが
その VRFを反映して変更されるため、コマンドごとに VRFを指定する必要はありません。

表 5：EXEC コマンドルーティングコンテキスト

EXEC ルーティングコンテキストルーティングコンテキストのない EXEC コマン
ド CLI

Router# routing-context vrf red
Router%red#

-

Router%red# show ip route

[VRF redのルーティングテーブル出力]
Router# show ip route vrf red

[VRF redのルーティングテーブル出力]

Router%red# ping 10.1.1.1

[VRF redを使用した ping結果]
Router# ping vrf red 10.1.1.1

[VRF redを使用した ping結果]

Router%red# telnet 10.1.1.1

[VRF redの 10.1.1.1への Telnet]
Router# telnet 10.1.1.1 /vrf red

[VRF redの 10.1.1.1への Telnet]

Router%red# traceroute 10.1.1.1

[VRF redの Traceroute出力]
Router# traceroute vrf red 10.1.1.1

[VRF redの Traceroute出力]
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traceroute コマンドの出力は VRF 名と VRF タグを示す
次の例に示すように、tracerouteコマンドの出力が、着信 VRF名/タグおよび発信 VRF名/タグを
表示するように拡張され、トラブルシューティングが簡単になりました。

Router# traceroute vrf red 10.0.10.12
Type escape sequence to abort.
Tracing the route to 10.0.10.12
VRF info: (vrf in name/id, vrf out name/id)
1 10.1.13.15 (red/13,red/13) 0 msec
10.1.16.16 (red/13,red/13) 0 msec
10.1.13.15 (red/13,red/13) 1 msec

2 10.1.8.13 (red/13,red/13) 0 msec
10.1.7.13 (red/13,red/13) 0 msec
10.1.8.13 (red/13,red/13) 0 msec

3 10.1.2.11 (red/13,blue/10) 1 msec 0 msec 0 msec
4 * * *

VRF 単位のデバッグ出力のフィルタ
EVNを使用すると、debug condition vrfコマンドによって VRF単位でデバッグ出力をフィルタで
きます。次に、debug condition vrfコマンドの出力例を示します。

Router# debug condition vrf red

Condition 1 set
CEF filter table debugging is on
CEF filter table debugging is on
R1#
*Aug 19 23:06:38.178: vrfmgr(0) Debug: Condition 1, vrf red triggered, count 1
R1#

CISCO-VRF-MIB
EVNは VRFの検出と管理のための CISCO-VRF-MIBを提供します。

EVN の管理とトラブルシューティングの方法

特定の VRF への EXEC モードのルーティングコンテキストの設定
ルータに EXECコマンドを発行する場合に Virtual Routing and Forwarding（VRF）名を繰り返し入
力する回数を減らすため、それらの EXECコマンドのルーティングコンテキストを 1回設定した
後に、任意の順番で EXECコマンドの入力に進みます。このタスクを実行して、EXECモードの
ルーティングコンテキストを特定の VRFに設定し、次に、システムをグローバル EXECコンテ
キストに戻します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. routing-contextvrfvrf-name
3. showiproute [ip-address [mask] [longer-prefixes] | protocol [process-id] | static download]
4. ping[protocol [tag] {host-name | system-address}]
5. telnethost[port]
6. traceroute[vrf vrf-name | topology topology-name] [protocol] destination
7. routing-contextvrfglobal

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

EXECモードのルーティングコンテキストを指定したVRF
にします。

routing-contextvrfvrf-name

例：

Router# routing-context vrf red

ステップ 2   

（任意）ルーティングテーブルの現在の状態を表示しま

す。

showiproute [ip-address [mask]
[longer-prefixes] | protocol [process-id] |
static download]

ステップ 3   

•システムプロンプトがターゲットのVRFを反映して
変更されます。例：

Router%red# show ip route •次の例に、vNET redのコンテキスト内で発行された
show ip routeコマンドを示します。vNET redのルー
ティングテーブルが表示されます。

（任意）エコー要求パケットをアドレスに送信します。ping[protocol [tag] {host-name |
system-address}]

ステップ 4   

•この例では、vNET redのコンテキスト内で発行され
たpingコマンドを示しています。vNET redを使用し
た ping結果が表示されます。

例：

Router%red# ping 10.1.1.1

（任意）Telnetをサポートするホストにログインします。telnethost[port]

例：

Router%red# telnet 10.1.1.1

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）パケットを宛先に伝送するルートを表示します。traceroute[vrf vrf-name | topology
topology-name] [protocol] destination

ステップ 6   

例：

Router%red# traceroute 10.1.1.1

（任意）システムをグローバル EXECコンテキストに戻
します。

routing-contextvrfglobal

例：

Router%red# routing-context vrf global

ステップ 7   

•プロンプトがユーザ EXECプロンプトに戻ります。

例：

Router>

VRF のデバッグ出力のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. debugvrf{create | delete | error | ha | initialization | interface | ipv4 | ipv6 | issu | lock | lookup |mpls

| selection}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

VRFデバッグ情報を表示します。debugvrf{create | delete | error | ha | initialization |
interface | ipv4 | ipv6 | issu | lock | lookup |mpls |
selection}

ステップ 2   

例：

Router# debug vrf ipv4
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仮想ネットワークの SNMP v2c コンテキストの設定
このタスクを実行して、SNMPv2cコンテキストをVRFにマッピングします。システムによって、
次の SNMP v2c設定が自動的に実行されます。

• snmpcontextコマンドに入力した context-nameと同じ名前を使用したコンテキスト作成
（snmp-servercontextコマンドの代わり）

• snmpcontextコマンドに入力した community-nameと同じ名前を使用したグループ作成
（snmp-servergroupコマンドの代わり）

• snmpcontextコマンドに入力した community-nameと同じ名前を使用したコミュニティ作成
（snmp-servercommunityコマンドの代わり）デフォルトの権限は ro（読み取り専用）です。

•コミュニティコンテキストマッピング（snmpmibcommunity-mapコマンドの代わり）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. vrfdefinition vrf-name
4. address-family ipv4
5. snmpcontextcontext-name [communitycommunity-name [rw | ro]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）イン
スタンスを定義し、VRFコンフィギュレーションモード
を開始します。

vrfdefinition vrf-name

例：

Router(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用するルー
ティングセッションを設定します。

address-family ipv4

例：
Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   

VRFに SNMP v2cコンテキストを設定します。snmpcontextcontext-name
[communitycommunity-name [rw | ro]]

ステップ 5   

•デフォルトは、読み取り専用（ro）です。

例：

Router(config-vrf)# snmp context xxx
community yyy

仮想ネットワークの SNMP v3 コンテキストの設定
このタスクを実行して、SNMP v3コンテキストを Virtual Routing and Forwarding（VRF）にマッピ
ングします。システムによって、次の SNMP v3設定が自動的に実行されます。

• snmpcontextコマンドに入力した context-nameと同じ名前を使用したコンテキスト作成
（snmp-servercontextコマンドの代わり）

•グループ作成（snmp-servergroupコマンドの代わり）snmpcontextコマンドに入力された
context-nameに「_acnf」を付けてグループ名が生成されます。

•ユーザ作成（snmp-serveruserコマンドの代わり）snmpcontextコマンドで設定された詳細を
使用してユーザが作成されます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. vrfdefinition vrf-name
4. address-family ipv4
5. snmpcontext context-name [userusername [credential | [encrypted] [auth {md5 password | sha

password}] [access {access-list-number | access-list-name | ipv6 access-list-name}]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VRFを定義し、VRFコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

vrfdefinition vrf-name

例：

Router(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3   

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始し、標準 IPv4アドレスプレフィックス
address-family ipv4

例：
Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 4   

を使用するルーティングセッションを設定しま

す。

VRFに SNMP v3コンテキストを設定します。snmpcontext context-name [userusername
[credential | [encrypted] [auth {md5 password | sha

ステップ 5   

password}] [access {access-list-number |
access-list-name | ipv6 access-list-name}]]]

例：

Router(config-vrf)# snmp context green_ctx
user green_comm encyrpted

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Easy Virtual Network Command Reference』Easy Virtual Networkコマンド

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの概要」モジュール

Easy Virtual Networkの概要
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マニュアルタイトル関連項目

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの設定」モジュール

Easy Virtual Networkの設定

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Network共有サービス」モジュー
ル

EasyVirtual Networkの共有サービスとルートレ
プリケーション

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

VRF情報を提供するMIBは引き続きEasyVirtual
Networkで動作します。VRFから独立したMIB
は、システムのすべての VRFに関する次の情
報をレポートします。

• CISCO-MVPN-MIB

• MPLS-VPN-MIB

• CISCO-VRF-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする場合、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

EVN の管理とトラブルシューティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを
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示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 6：EVN の管理とトラブルシューティングの機能情報

機能情報リリース機能名

EVN Cisco EVN MIBにより
SNMPの設定が簡単になりま
す。

snmp contextコマンドが変更さ
れました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

Cisco IOS XE Release 3.3SG

EVN Cisco EVN MIB

EVN Tracerouteにより、
tracerouteコマンドの出力が
VRF名とタグを表示するよう
に拡張されました。

tracerouteコマンドが変更され
ました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

Cisco IOS XE Release 3.3SG

EVN Traceroute

ユーザは debug condition vrfコ
マンドを使用して、VRF単位
でデバッグ出力をフィルタでき

ます。

debugconditionvrf、debugvrfコ
マンドが導入されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

Cisco IOS XE Release 3.3SG
EVN VNETトランク
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第 5 章

Easy Virtual Network 共有サービスの設定

この章では、EasyVirtualNetwork（EVN）でルートレプリケーションとルート再配布を使用して
サービスを共有する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 59 ページ

• 仮想 IPネットワーク共有サービスの前提条件, 59 ページ

• 仮想 IPネットワーク共有サービスの制約事項, 60 ページ

• Easy Virtual Network共有サービスの概要, 60 ページ

• Easy Virtual Networkを使用してサービスを共有する方法 , 63 ページ

• Easy Virtual Network共有サービスの設定例, 74 ページ

• その他の参考資料, 79 ページ

• Easy Virtual Network共有サービスの機能情報, 80 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

仮想 IP ネットワーク共有サービスの前提条件
•「Easy Virtual Networksの概要」モジュールを参照してください。
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•「Easy Virtual Networksの設定」モジュールに従って EVNを実装してください。

仮想 IP ネットワーク共有サービスの制約事項
ルートレプリケーションは、スタティック、Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）、
および Open Shortest Path First（OSPF）ルートでサポートされています。Border Gateway Protocol
（BGP）間でルートをレプリケートすることは不可能ですが、VirtualRoutingandForwarding（VRF）
間でルートをコピーするBGPのインポートおよびエクスポート方法が仮想ネットワークで使用可
能なため、問題になりません。

Easy Virtual Network 共有サービスの概要

Easy Virtual Network の共有サービス
複数の仮想ネットワークがアクセスする必要がある共通のサービス（データベースサーバやアプ

リケーションサーバなど）がいくつかあります。このようなサービスを共有することは、次の理

由により利点があります。

•これらのサービスは通常、各グループ間で重複しません。

•経済的、効率的で管理が容易です。

•ポリシーを中央で展開できます。

ルートの分割を実現するには、物理的または仮想的に、各仮想ネットワークに 1つずつサービス
を複製することができます。ただし、そのソリューションは、費用効果が高くないか、実現不可

能である場合もあります。EVNをサポートするルータの場合、ソリューションはルートレプリ
ケーションとルート再配布を実行することです。

ルートレプリケーションにより、ルートが仮想ネットワーク間でレプリケートされ、ある仮想

ネットワークに存在するクライアントが、別の仮想ネットワークに存在するプレフィックスに到

達できるため、共有サービスが可能になります。

共有サービスアプローチは、Dynamic Name Systems（DNS）、Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）、および企業の通信に最適です。インターネットゲートウェイへの共有アクセス用の
ソリューションではありません。

VRF-Lite よりも簡単な Easy Virtual Network の共有サービス
VRF-Liteの共有サービスでは、ルート識別子（RD）、インポートおよびエクスポートによるルー
トターゲット、および BGPの設定が必要です。
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EVN環境では、簡単な展開であるルートレプリケーションによって、ルート共有サービスを実現
できます。ルートレプリケーションではBGP、RD、ルートターゲット、インポートやエクスポー
トも必要ありません。

要約すると、VRF間でルートをコピーするための BGPインポートおよびエクスポート方法は
RF-Liteと EVNの両方で機能します。ただし、ルートレプリケーションは、複数の仮想ネット
ワークで共通サービスの共有を可能にするより簡単な代替方法です。

Easy Virtual Network のルートレプリケーションプロセス
共有サービスでは、クライアントとサーバが異なる仮想ネットワークに存在します。クライアン

トとサーバ間の接続を実現するには、仮想ネットワーク間でルートが交換される必要があります。

VRF-Liteと EVNのどちらが実装されているかに従い、VRF間のルート交換が以下のいずれかの
方法で実現されます。

• VRF-Liteが実装されている場合、ルートインポート/エクスポート機能を使用して、BGPに
よってルートリークが実現されます。

• EVNが実装されている場合、ルーティング情報ベース（RIB）によってルートレプリケー
ションが直接サポートされます。BGPには依存しません。ルートが異なる仮想ネットワーク
からレプリケートされると、Interior Gateway Protocol（IGP）への既存の再配布により、それ
らのルートが各仮想ネットワーク全体に伝播されます。

次のルートレプリケーションシナリオでは、ルータにServicesとUser-Aという名前の 2つのVRF
があります。OSPFは次のように設定されます。

router ospf 99 vrf services
network 126.1.0.0 0.0.255.255 area 0
!
router ospf 98 vrf user-a
network 126.1.0.0 0.0.255.255 area 0

さらに、VRF User-Aにルート再配布が設定されます。

vrf definition user-a
!
address-family ipv4
route-replicate from vrf services unicast ospf 99
exit-address-family

このシナリオでは、VRFサービスの次の RIBに 4つのルートが含まれ、それらのうち 3つはVRF
User-AのRIBにレプリケートされます。ルートレプリケーションにより、次の図のようにソース
RIBへのリンクが作成されます。
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ルートレプリケーションの設定により、仮想 IPネットワーク間の相互の再配布が可能になりま
す。共有サービスの場合、共有サービスにアクセスする必要がある VRF内にルートレプリケー
ションを設定します。各 route-replicateコマンド内で、ルーティングループを避けるため、ルー
トマップを使用して、任意でルートをフィルタで除外できます。つまり、ルートを元のルーティ

ングプロトコルに再配布しないようにできます。ネィティブルートをレプリケートされたルート

として表示しないようにできます。

ルートレプリケーションを実装する場所

ルートレプリケーションは、できるだけ共有サービスの近くのルータに実装することをお勧めし

ます。理想的には、サーバサブネットに直接接続されているルータを使用して、サーバVRF上の
ホストプレフィックスを再配布する必要をなくし、それにより、ルーティングループの可能性を

回避する必要があります。

Easy Virtual Network のルートレプリケーションの動作
この項では、EVNでのルートレプリケーションの動作について説明します。これはマルチトポロ
ジルーティングでの動作とは異なります。EVN環境では、

• route-replicateコマンドは address-family ipv4コマンドでのみ受け入れられ、vrf definitionコ
マンドで設定されます。

• route-replicateコマンドは、指定されたアドレスファミリ内のベーストポロジにルートをレ
プリケートします。

•ソースプロトコルとして allを指定した場合、指定した宛先トポロジに対して、VRFあたり
1つの route-replicateコマンドのみが許可されます。
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• no route-replicateコマンドは、ソースプロトコルを除外できます。

•ソースプロトコルとして allを指定した場合、接続されているルートがレプリケートされま
す（route-replicateコマンドのマルチトポロジルーティングバージョンとは異なります）。

•レプリケートされたルートは、ソースルートのアドミニストレーティブディスタンスとソー
スプロトコルを継承します。

Easy Virtual Network でのルートレプリケーション後のルートプリファ
レンスルール

ルートがレプリケートされる場合、次のルールによってルートプリファレンスが決定します。

• 2つのルートが同じプロトコルで所有されていて、それらのソースVRFが同じであり、一方
のルートがレプリケートされていない場合、レプリケートされていないルートが優先されま

す。

上のルールが適用しない場合、次のルールによって、この順番でルートプリファレンスが決定さ

れます。

1 アドミニストレーティブディスタンスが小さいルートが優先されます。

2 デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスが小さいルートが優先されます。

3 レプリケートされたルートよりもレプリケートされていないルートが優先されます。

4 元の vrf名を比較します。辞書編集上で vrf名が小さいルートが優先されます。

5 元のサブアドレスファミリを比較します。マルチキャストよりユニキャストが優先されます。

6 最も古いルートが優先されます。

Easy Virtual Network を使用してサービスを共有する方法

Easy Virtual Network でサービスを共有するためのルートレプリケー
ションの設定

次のタスクを実行して、あるVRFから別のVRFにルートをレプリケートします。このタスクテー
ブル内の例は次の図に基づいています。
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このタスクでは、VRF SERVICESからのルートが VRF REDと VRF GREENの両方にレプリケー
トされ、VRF REDとVRFGREEN間でのルートの共有は許可されません。双方向トラフィックを
許可するため、VRF REDと VRF GREENからのルートも VRF SERVICESにレプリケートされま
す。

実際のEVN環境では、VRFSERVICESと 3つ目のVRF間、およびもっと多くのVRF間のルー
トレプリケーションが存在することがあります。そうしたレプリケーションは、簡潔さのた

め、次の設定タスクから外しています。

（注）

   Easy Virtual Network コンフィギュレーションガイド
64

Easy Virtual Network 共有サービスの設定
Easy Virtual Network でサービスを共有するためのルートレプリケーションの設定



手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. vrfdefinitionvrf-name
4. vnettagnumber
5. descriptionstring
6. address-familyipv4
7. exit
8. exit
9. vrfdefinitionvrf-name
10. vnettagnumber
11. descriptionstring
12. address-familyipv4
13. exit
14. exit
15. interfacetypenumber
16. vrfforwardingvrf-name
17. ipaddressip-addressmask
18. noshutdown
19. exit
20. routerospfprocess-idvrfvrf-name
21. networkip-addresswildcard-maskareaarea-id
22. exit
23. routerospfprocess-id [vrfvrf-name]
24. networkip-addresswildcard-maskareaarea-id
25. exit
26. vrfdefinitionvrf-name
27. address-familyipv4
28. route-replicatefrom[vrfvrf-name] {multicast| unicast} {all| protocol-name} [route-mapmap-tag]
29. exit
30. exit
31. vrfdefinitionvrf-name
32. address-familyipv4
33. route-replicatefrom[vrfvrf-name] {multicast| unicast} {all| protocol-name} [route-mapmap-tag]
34. end
35. showiproutevrfvrf-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VRFを定義し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition SERVICES

ステップ 3   

VRFのグローバルな数値タグを指定します。vnettagnumber

例：

Router(config-vrf)# vnet tag 100

ステップ 4   

•同じタグ番号を各エッジおよびトランクインター
フェイス上の同じ VRFに設定する必要がありま
す。

（任意）コンフィギュレーションファイルを参照する

ネットワーク管理者に役立つように、VRFについて記
述します。

descriptionstring

例：

Router(config-vrf)# description shared
services

ステップ 5   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する
ルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 6   

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-vrf-af)# exit

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

VRFを定義し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition RED

ステップ 9   

VRFのグローバルな数値タグを指定します。vnettagnumber

例：

Router(config-vrf)# vnet tag 200

ステップ 10   

•同じタグ番号を各エッジおよびトランクインター
フェイス上の同じ VRFに設定する必要がありま
す。

（任意）コンフィギュレーションファイルを参照する

ネットワーク管理者に役立つように、VRFについて記
述します。

descriptionstring

例：

Router(config-vrf)# description user
of services

ステップ 11   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する
ルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 12   

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-vrf-af)# exit

ステップ 13   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 14   

インターフェイスのタイプと番号を設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 15   

インターフェイスとVRFインスタンスを関連付けます。vrfforwardingvrf-name

例：

Router(config-if)# vrf forwarding
SERVICES

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定しま
す。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address
192.168.1.3 255.255.255.0

ステップ 17   

インターフェイスを再起動します。noshutdown

例：

Router(config-if)# no shutdown

ステップ 18   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 19   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-idvrfvrf-name

例：

Router(config)# router ospf 99 vrf
SERVICES

ステップ 20   

•この例では OSPFを使用していますが、EIGRPも
使用できます。

OSPFが実行するインターフェイスと、それらのイン
ターフェイスに対するエリア IDを定義します。

networkip-addresswildcard-maskareaarea-id

例：

Router(config-router)# network
192.168.1.0 0.0.0.255 area 0

ステップ 21   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 22   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id [vrfvrf-name]

例：

Router(config)# router ospf 98 vrf RED

ステップ 23   

OSPFが実行するインターフェイスと、それらのイン
ターフェイスに対するエリア IDを定義します。

networkip-addresswildcard-maskareaarea-id

例：

Router(config-router)# network
192.168.1.0 0.0.0.255 area 0

ステップ 24   
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目的コマンドまたはアクション

現在のモードを終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 25   

VRFを定義し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition RED

ステップ 26   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する
ルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 27   

指定したアドレスファミリ内のベーストポロジにルー

トをレプリケートします。

route-replicatefrom[vrfvrf-name] {multicast|
unicast} {all| protocol-name}
[route-mapmap-tag]

ステップ 28   

•ソースプロトコルとしてallキーワードを指定した
場合、指定した宛先トポロジに対して、VRFあた例：

Router(config-vrf-af)# route replicate
from vrf SERVICES unicast all

り1つの route-replicateコマンドのみが許可されま
す。

•接続されたルートのみをレプリケートするには、
ソース protocol-nameとして connectedキーワード
を使用します。

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-vrf-af)# exit

ステップ 29   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 30   

VRFを定義し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

vrfdefinitionvrf-name

例：

Router(config)# vrf definition SERVICES

ステップ 31   
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する
ルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 32   

指定したアドレスファミリ内のベーストポロジにルー

トをレプリケートします。

route-replicatefrom[vrfvrf-name] {multicast|
unicast} {all| protocol-name}
[route-mapmap-tag]

ステップ 33   

•これは、双方向トラフィックを許可するステップ
28と逆のレプリケーションです。例：

Router(config-vrf-af)# route replicate
from vrf RED unicast all

設定モードを終了します。end

例：

Router(config-vrf-af)# end

ステップ 34   

（任意）プラス記号（+）で示されているレプリケート
されたルートを含めて、ルートを表示します。

showiproutevrfvrf-name

例：

Router# show ip route vrf RED

ステップ 35   

例

次に、前記のタスクテーブルのタスクに基づいた showiproutevrfコマンドの出力例を示します。

Router# show ip route vrf RED

Routing Table: RED
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route, H - NHRP, l - LISP
+ - replicated route, % - next hop override

Gateway of last resort is not set
192.168.1.0/24 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks

C + 192.168.1.0/24 is directly connected (SERVICES), GigabitEthernet0/0/0
L + 192.168.1.3/32 is directly connected (SERVICES), GigabitEthernet0/0/0
Router#
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次の作業

「Easy Virtual Networkでサービスを共有するためのルートレプリケーションの設定」作業を実行
後、Router 3には 10.0.0.0/8および 20.0.0.0/8へのルートが設定され、Router 1および Router 2には
192.168.1.0/24へのルートが設定されていることに注意して、上記の図のとおりに VRF GREENを
設定する必要があります。

設定が完了しても、Router 1と Router 2にはまだ 192.168.1.1に存在する共有サービスへのルート
が設定されておらず、また Router 4は 10.0.0.0/8および 20.0.0.0/8へのルートが設定されていませ
ん。それらのアクセスには、次の「EVNの共有サービスへの再配布の設定」タスクで実行する
ルート再配布が必要です。

Easy Virtual Network の共有サービスへの再配布の設定
このタスクは、EVNの共有サービスにルートレプリケーションを設定するタスクが実行済みであ
るという仮定に基づいています。

次の図は、上記の図で使用したのと同じネットワークを示しています。このタスクでは、Router
1とRouter 2に 192.168.1.1に存在する共有サービスへのルートが設定されるように、Router 3で再
配布を実行します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-idvrfvrf-name
4. redistributevrfvrf-nameospfprocess-id subnets
5. redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets
6. exit
7. routerospfprocess-idvrfvrf-name
8. redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets
9. exit
10. routerospfprocess-idvrfvrf-name
11. redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets
12. end
13. showiproutevrfvrf-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-idvrfvrf-name

例：

Router(config)# router ospf 99 vrf
SERVICES

ステップ 3   

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributevrfvrf-nameospfprocess-id subnets

例：

Router(config-router)# redistribute vrf
RED ospf 98 subnets

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets

例：

Router(config-router)# redistribute vrf
GREEN ospf 97 subnets

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 6   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-idvrfvrf-name

例：

Router(config)# router ospf 98 vrf RED

ステップ 7   

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets

例：

Router(config-router)# redistribute vrf
SERVICES ospf 99 subnets

ステップ 8   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 9   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-idvrfvrf-name

例：

Router(config)# router ospf 97 vrf GREEN

ステップ 10   

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributevrfvrf-nameospfprocess-idsubnets

例：

Router(config-router)# redistribute vrf
SERVICES ospf 99 subnets

ステップ 11   

設定モードを終了します。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）プラス記号（+）で示されているレプリケー
トされたルートを含めて、ルートを表示します。

showiproutevrfvrf-name

例：

Router# show ip route vrf RED

ステップ 13   

Easy Virtual Network 共有サービスの設定例

例：マルチキャスト環境での Easy Virtual Network ルートレプリケー
ションとルート再配布
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上記の図には、以下の 3つのマルチキャストストリームがあります。

• Sred、G1：（10.10.1.200、232.1.1.1）：VRF redのソースとレシーバ

• Sgreen、G1：（10.10.2.201、232.1.1.1）：VRF greenのソースとレシーバ

• Sblue、G2：（10.10.3.202、232.3.3.3）：blueのソースと、VRF redと greenのレシーバ

VRF blue（10.10.3.0/24）のサーバプレフィックスは、R3と R2のVRFにレプリケートされ、配布
されます。

マルチキャストグループ 232.3.3.3と VRF blueのそのソースは、VRF redと VRF greenの両方にレ
シーバがあります。ストリームは共有VRF（blue）経由で送信され、R3のVRFとR2のVRFgreen
にレプリケートされます。

R1 の設定

vrf definition blue
vnet tag 4
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition green
vnet tag 3
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition red
vnet tag 2
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf list vnet-list1
member blue
member red
!
vrf list vnet-list2
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member blue
member green
!
vrf list vnet-list3
member blue
!
ip multicast-routing distributed
ip multicast-routing vrf red distributed
ip multicast-routing vrf green distributed
ip multicast-routing vrf blue distributed
!
interface FastEthernet0/0/2
vnet trunk list vnet-list1 [vnet trunk for red and blue]
ip address 50.50.0.1 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/1
vnet trunk list vnet-list2 [vnet trunk for green and blue]

ip address 40.40.0.1 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/3
ip address 10.10.0.1 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/3.2
vrf forwarding red
encapsulation dot1Q 2
ip address 10.10.1.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/3.3
vrf forwarding green
encapsulation dot1Q 3
ip address 10.10.2.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/3.4
vrf forwarding blue
encapsulation dot1Q 4
ip address 10.10.3.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
router ospf 201 vrf red
nsf
redistribute connected subnets
network 10.10.1.0 0.0.0.255 area 0
network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 202 vrf green
nsf
network 10.10.2.0 0.0.0.255 area 0
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 203 vrf blue
router-id 11.11.11.11
nsf
network 10.10.3.0 0.0.0.255 area 0
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 200
nsf
redistribute connected subnets
network 10.10.0.0 0.0.0.255 area 0
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
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network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
!
ip pim ssm default
ip pim vrf red ssm default
ip pim vrf green ssm default
ip pim vrf blue ssm default
!

R2 の設定

vrf definition blue
vnet tag 4
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition green
vnet tag 3
!
address-family ipv4
route-replicate from vrf blue unicast all route-map blue-map
[replicate routes from blue to green]
exit-address-family
!
vrf definition red
vnet tag 2
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf list vnet-list1
member blue
member green
!
vrf list vnet-list2
member blue
!
ip multicast-routing distributed
ip multicast-routing vrf red distributed
ip multicast-routing vrf green distributed
ip multicast-routing vrf blue distributed
!
interface FastEthernet0/0/6
vnet trunk list vnet-list2 [vnet trunk for blue]
ip address 70.70.0.2 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/2
vnet trunk list vnet-list1 [vnet trunk for green and blue]
ip address 40.40.0.2 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet0/1/4
vnet trunk list vnet-list1 [vnet trunk for green and blue]

ip address 60.60.0.2 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
router ospf 202 vrf green
redistribute connected subnets
redistribute vrf blue ospf 203 subnets route-map blue-map [redistribute routes replicated
from blue in red]
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
network 60.60.0.0 0.0.0.255 area 0
!
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router ospf 203 vrf blue
router-id 22.22.22.22
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
network 60.60.0.0 0.0.0.255 area 0
network 70.70.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 200
redistribute connected subnets
network 40.40.0.0 0.0.0.255 area 0
network 60.60.0.0 0.0.0.255 area 0
network 70.70.0.0 0.0.0.255 area 0
!
ip pim ssm default
ip pim vrf red ssm default
ip pim vrf green ssm default
ip pim vrf blue ssm default
!
ip prefix-list server-prefix seq 5 permit 10.10.3.0/24
!
route-map blue-map permit 10
match ip address prefix-list server-prefix
!

R3 の設定

vrf definition blue
vnet tag 4
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition green
vnet tag 3
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
vrf definition red
vnet tag 2
!
address-family ipv4
route-replicate from vrf blue unicast all route-map blue-map [replicate routes from

blue to red]
exit-address-family
!
vrf list vnet-list1
member blue
member red
!
vrf list vnet-list2
member blue
!
ip multicast-routing distributed
ip multicast-routing vrf red distributed
ip multicast-routing vrf green distributed
ip multicast-routing vrf blue distributed
!
interface GigabitEthernet0/2/0
vnet trunk list vnet-list1 [vnet trunk for red and blue]
ip address 90.90.0.5 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
interface GigabitEthernet1/2/0
vnet trunk list vnet-list1 [vnet trunk for red and blue]
ip address 50.50.0.5 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
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interface FastEthernet2/0/0
vnet trunk list vnet-list2 [vnet trunk for blue]
ip address 70.70.0.5 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
!
router ospf 201 vrf red
redistribute connected subnets
redistribute vrf blue ospf 203 subnets route-map blue-map [redistribute routes
replicated from blue in red]
network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
network 90.90.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 203 vrf blue
router-id 55.55.55.55
network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
network 70.70.0.0 0.0.0.255 area 0
network 90.90.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router ospf 200
redistribute connected subnets
network 50.50.0.0 0.0.0.255 area 0
network 70.70.0.0 0.0.0.255 area 0
network 90.90.0.0 0.0.0.255 area 0
!
ip pim ssm default
ip pim vrf red ssm default
ip pim vrf green ssm default
ip pim vrf blue ssm default
!
ip prefix-list server-prefix seq 5 permit 10.10.3.0/24
!
route-map blue-map permit 10
match ip address prefix-list server-prefix
!

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Easy Virtual Network Command Reference』Easy Virtual Networkコマンド

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの概要」モジュール

Easy Virtual Networkの概要

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの設定」モジュール

Easy Virtual Networkの設定

『Easy Virtual Network Configuration Guide』の
「Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング」モジュール

Easy Virtual Networkの管理とトラブルシュー
ティング
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http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/evn/command/evn-cr-book.html


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

VRF情報を提供するMIBは引き続きEasyVirtual
Networkで動作します。VRFから独立したMIB
は、システムのすべての VRFに関する次の情
報をレポートします。

• CISCO-MVPN-MIB

• MPLS-VPN-MIB

• CISCO-VRF-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする場合、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

Easy Virtual Network 共有サービスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：Easy Virtual Network 共有サービスの機能情報

機能情報リリース機能名

このモジュールでは、EVN環
境でルートレプリケーション

と再配布を使用してサービスを

共有する方法について説明しま

す。

この機能によって、次のコマン

ドが変更されました。

redistribute（IP）

この機能によって、次のコマン

ドが導入されました。

route-replicate（VRFアドレス
ファミリ）

Cisco IOS XE Release 3.2S

15.0(1)SY

15.1(1)SG

Cisco IOS XE Release 3.3SG

15.3(2)T

EVNルートレプリケーション
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